
【“どこを見たのか”を 

記録できる装置】 

整理番号 HT28238 分野 人文・生活 （キーワード：見る） 

 

立命館大学 

“話をしているときにどこを見ているの？”を記録して，無意識の視線を分析しよ

う！ 

先生（代表者） 岡本尚子（おかもとなおこ） 産業社会学部・准教授 顔写真 

（代表者の顔写真を貼り

付けてください。） 

自 己 紹 介  問題を解いているとき，「人によって，見ているところはどのよう

に違うんだろう」，「人によって，脳の働きはどのように違うんだ

ろう」ということをテーマに，視線の動きや脳の活動を計測する

研究をしています。テストの点数やアンケートでは分からない学

習の特徴に興味を持って研究を始めました。大学では，主に，

小学校の先生を目指す大学生に授業をしています。 

開催日時・ 

主な募集対象 
平成２８年８月１１日（木・祝） 

（対象） 小学校 

５，６年生 

（人数） 
10 名 

集合場所・時間 立命館大学 衣笠キャンパス 以学館 2 階 （集合時間） 10：30 （10:10 受付開始） 

開 催 会 場  

 

立命館大学 衣笠キャンパス 以学館 2 階 27 号教室 

住所：〒603-8577 京都府京都市北区等持院北町 56-1 

アクセスマップ：http://www.ritsumei.ac.jp/accessmap/kinugasa/ 

内 容 

人と話をするとき，みなさんはどこを見ているでしょうか？相手の目をしっかり

と見て話をするときもあれば，ちょっと緊張してしまって，目を合わせられないこ

ともありますよね。 

“どこを見るのか”は無意識であることも多く，後から全部を思い出すことはで

きません。でも，声や体の動きと違って，普通のビデオカメラでは記録することは

できませんね。 

このプログラムに参加して，“どこを見たのか”を記録できるサングラス型

の装置を使い，実際に人と話をしているとき，みなさんが“どこを見たのか”を 

記録してみませんか？そして，“見ること”を一緒に考えてみましょう。 

スケジュール 持 ち 物 

10:10-10:30 受付（衣笠キャンパス以学館２階集合） 

10:30-10:40 開講式（あいさつ，オリエンテーション，科研費の説明） 

10:40-12:30 実験①「視線計測を体験しよう」 

12:30-13:30 昼食・休憩（大学） 

13:30-14:00 講義「視覚情報で分かることって何だろう 

（講師：岡本尚子）」  

14:00-14:20 実験②「データを分析して，分かることをまとめよう」 

14:20-14:40 ディスカッション「データを分析して発表しよう」 

14:40-15:00 修了式（アンケート記入，未来博士号授与）  

15:00 終了・解散 

筆記用具 

特 記 事 項  

・大学と自宅間の移動は， 

保護者の責任でお願いします 

 

・保護者の参加を歓迎します 

 

 

 

 



 

《お問合せ・お申込先》 

所 属 ・氏 名 ： 研究部 衣笠リサーチオフィス・北波 正衛 

住 所 ： 〒603-8577 京都府京都市北区等持院北町 56-1 

T E L 番 号 ： 075-465-8224 

F A X 番 号  ： 075-465-8245 

E - m a i l  ： jgakunai@st.ritsumei.ac.jp 

申込締切日 ： 平成２８年７月３１日（日）  

      ※当プログラムは先着順にて受付を行います。 

 

《プログラムのテーマと関係する科研費》 

研究代表者 研究期間 研究種目 課題番号 研究課題名 

岡本 尚子 H26-28 若手研究(A) 26705012 
教授－学習活動における視線移動

特性の解明 

 

 

 

 
★この科研費について、さらに詳しく知りたい方は、下記をクリック！ 

http://kaken.nii.ac.jp/ 

※国立情報学研究所の科研費データベースへリンクします。 

http://kaken.nii.ac.jp/

